
項目 内容

名称 (3-アミノ-3-カルボキシプロピル)ジメチルスルホニウム塩化物

一般的名称 (3-Amino-3-carboxypropyl)dimethylsulfonium chloride

CAS番号
3493-12-7   （光学異性を問わない形。JECFAではこれをDL-体と表記し、規格に掲載している。一

方モノグラフ2)ではDL-体を評価対象としながらL-体としてのCAS番号1115-84-0を記載している。）

指定日 平成24年12月28日　　　官報

消費者庁*
消食表第号　平成24年12月28日　消費者庁次長通知
「食品衛生法に基づく添加物の表示等について」の一部改正  　平成24年12月28日改正

厚生労働省 *
薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会　　　　　　　　  平成23年12月14日
薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会　 平成23年11月02日

食品安全委員会
第381回　食品安全委員会　　平成23年5月12日　評価書
第93回　添加物専門調査会　 平成23年2月22日

JECFA等の国際的評価機
関の結果

FEXPANにより評価され1975年のGRAS9に公表された1)。
本物質は2004年第63回JECFA会合にて、アミノ酸及び関連物質の一つとして評価、本物質は構造ク

ラスⅢに分類され、安全性に懸念なしと判断された2)。

JECFA番号 1427

外国の認可状況・使用状況 欧米をはじめ各国で認可され広く使用されている。

FEMA GRAS番号 3445

CoE番号 761

CFR21掲載 なし

EUレジスター FL No. 17.015

使用量データ 568kg（米国）、 1753kg（EU）3)

我が国での添加物としての
必要性

本物質は、食品に存在する成分であり、様々な食品の風味の向上に必要不可欠な物質である。本
物質は現在日本では未認可であるが、その添加量は微量ながら効果は非常に大きく、様々な加工
食品に対してすでに国際的には着香の目的で広く使用されている。したがって国際的整合性の面か
らみても、これらの物質を日本で使用できるようにすることが不可欠と考えられる。

米国での食品への使用例
(平均添加率) 魚介製品に700～1000ppm3)

安全性資料の入手状況
あるいは入手見込み

2004～2005年に資料入手予定。

参考資料

1) Food Technology, 29(8), 70-72.
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carboxypropyl)dimethylsulfonium chloride (website accessed in Feb. 2011)(未公表)
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*食品表示等に関する通知は、平成21年9月1日より消費者庁へ移管されました
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/other/ikan.html









し

(改正後全文)

食品衛生法 に基づ く添加物の表示等 について(平 成22年10月20日 消食表第377号)

最終改正 平成24年12月28日 消食表第517号

消費者庁次長から各都道府県知事,保 健所設置市長,特 別区長宛

食品衛生法施行規則の一部を改正する省令(平 成22年 厚生労働省令第113号)及 び食品,添 加物

等の規格基準の一部を改正する件(平 成22年 厚生労働省告示第372号)が 本 日公布され,こ れにより

食品衛生法施行規則(昭 和23年 厚生省令第23号 。以下 「規則」という。)及び食品,添 加物等の規格

基準(昭 和34年 厚生省告示第370号)の 一部が改正されたところである。

これに伴い,「食品衛生法に基づく添加物の表示等について」(平成8年5月23日 付け衛化第56号

厚生省生活衛生局長通知。以下 「旧通知」という。)を別添のとおり変更し,新 たに通知を発出するも

のである。

なお,本 通知の制定に伴い,旧 通知は廃止する。

己言
ロ

1制 度の概要

(1)食 品に係る表示について

ア 食品衛生法第19条 第1項 の規定に基づく表示の基準に関する内閣府令(平 成23年 内閣府令

第45号 。以下 「府令」という。)第1条 第1項 に掲げる食品に含まれる添加物については,栄

養強化の目的で使用 した添加物,加 工助剤及びキャリーオーバーを除き,す べて当該添加物を

含む旨(以 下 「物質名」という。)を表示するものであること。

なお,物 質名の表示は,規 則別表第1に 掲げる添加物(府 令別表第2に 掲げるものを除く。)

については,規 則別表第1に 掲げる名称により行うこと。

イ 府令別表第3の 中欄に掲げる目的で使用 される添加物を含む食品については,物 質名及び当

該添加物を同表下欄 に掲げる物として含む旨(以 下 「用途名」という。)を表示するものである

こと。

ウ ー般 に広 く使用されている名称(以 下 「簡略名」という。)を有する添加物については,簡 略

名をもって,物 質名の表示に代えることができるものであること。

工 府令別表第5の 上欄に掲げる目的で使用される添加物は,下 欄に掲げる名称(以 下 「一括名」

という。)を もって,物 質名の表示に代えることができるものであること。

オ 府令別表第3の 中欄に掲げる着色の目的で使用される添加物は,物 質名の表示中に 「色」の

文字を含む場合には,用 途名表示は省略できるものであること。

力 府令別表第3の 中欄に掲げる増粘の目的で使用される添加物は,物 質名の表示中に 「増粘」

の文字を含む場合には,「増粘剤または糊料」の用途名表示は省略できるものであること。

キ 府令第1条 第1項 第11号 ハに掲げるあんず,お うとう,か んきつ類,キ ウィー,ざ くろ,す

もも,西 洋なし,ネ クタリン,バ ナナ,び わ,マ ルメロ,も も及びりんごにあっては,オ ル ト

フェニルフェノール,オ ル トフェニルフェノールナ トリウム,ジ フェニル,チ アベンダゾール,



イマザ リルまたはフルジオキソニルを含む場合には,物 質名及び用途名を表示 し,そ の他の表

示事項については表示を省略できるものであること。

(2)添 加物及びその製剤に係る表示について

ア 添加物及びその製剤については,規 則別表第1に 掲げる添加物(府 令別表第2に 掲げるもの

を除く。)に あっては,規 則別表第1に 掲げる名称により表示するものであること。その他の添

加物にあっては,科 学的に適切な名称をもって表示すること。

イ 添加物及びその製剤については,規 格基準の有無に係わ らず,名 称,消 費期限又は賞味期限,

製造所所在地,製 造者氏名及び 「食品添加物」の文字等の表示を要するものであること。

ウ 食品,添 加物等の規格基準(昭 和34年 厚生省告示第370号)に おいて表示量の規定がある添

加物については,そ の重量パーセ ントを表示するものであること。

工 添加物製剤については,着 香の目的で使用されるものを除き,そ の成分及び重量パーセント

を表示するものであること。

オ ビタミンAの 誘導体については,ビ タミンAと しての重量パーセントを表示するものである

こと。

2運 用上の留意事項

(1)食 品に係る表示について

① 物質名表示関係

ア 物質名の表示において,「含有」,「使用」,「含む」,「添加」等の文字を併記しな くとも差し

支えないこと。

イ 規則別表第1に 掲げる添加物の物質名の表示において,規 則別表第1に 掲げる名称のほか

に簡略名を用いることができる添加物及びその簡略名は,別 紙1に 掲げる範囲であること。

また,同 種の機能の添加物 を併用する場合は,別 紙2に 掲げる例示に従い簡略化した表示を

用いても差し支えないものであること。

ウ 既存添加物名簿(平 成8年 厚生省告示第120号 。以下 「名簿」という。)に掲げる添加物(以

下 「既存添加物」という。)の物質名の表示は,名 簿に掲げる名称又は別添1に 掲げる品名(細

分類の品名を含む。以下同じ。)により行 うものであること。

工 食品衛生法第4条 第3項 に規定する天然香料(以 下 「天然香料」という。)の物質名の表示

は,別 添2に 掲げる基原物質名又は別名により行うものであること。

なお,天 然香料の物質名表示にあっては,基 原物質名又は別名に 「香料」の文字を附す こと。

オ ー般に食品として飲食に供されている物であって添加物として使用されるもの(以 下 「一

般飲食物添加物」という。)の物質名の表示は,別 添3に 掲げる品名(細 分類の品名を含む。

以下同じ。)によ り行 うものであること。

力 別添2及 び別添3に 記載のない天然香料及び一般飲食物添加物の物質名の表示は,当 該添

加物であることが特定できる科学的に適切な名称をもって表示するものであること。

キ 規則別表第1に 掲げる添加物以外の添加物について,物 質名の表示に代えて使用できる簡

略名は,別添1及 び別添3の 簡略名又は類別名(細分類の簡略名又は類別名を含む。以下同じ。)

の項に示したこと。















なお,別 添1及 び別添3の 用途欄に増粘安定剤 と記載された多糖類を2種 以上併用する場合

には,簡 略名 として 「増粘多糖類」を使用して差 し支えないものであること。

② 用途名表示関係

ア 規則別表第1に 掲げる添加物のうち,府 令別表第3の 中欄に掲げるものとしての使用が主

たる用途 と考えられる添加物を,別 紙3に 例示したこと。

また,規 則別表第1に 掲げる添加物以外の添加物にあって,府 令別表第3の 中欄に掲げる用

途を目的として使用されるものの例は,別添1及 び別添3の 用途の項に掲げるものであること。

なお,上 記以外のものであっても,府 令別表第3の 中欄に掲げるものとして使用される場合

にあっては,当 該添加物に係る用途名の併記が必要となること。

イ 当該添加物の使用において,府 令別表第3の 中欄に掲げるもののうち,重 複した使用目的

を有する場合には,主 たる目的に係る用途名を表示すれば足 りること。

ウ 府令別表第3の 下欄に複数の用途名が掲げ られているものについては,そ のうちの何れか

を表示すること。

③ その他

ア 各一括名の定義及び物質名の表示において一括名を用いることができる添加物の範囲は,

別紙4の とお りであること。

イ 加工助剤またはキャリーオーバーに該当するか否かについては,規 則に示した定義に照 ら

し,当 該添加物の使用基準,使 用実態等に即して個別に判断されるものであること。

ウ 原材料に由来する添加物については,主 要原材料か否かを問わず,規 則にいうキャリーオ

ーバーに該当する場合に表示が免除されるものであること。

工 規則別表1に 掲げる添加物のうち栄養強化の目的で使用されたものと認められる添加物の

範囲は,別 紙5の とお りであること。

また,規 則別表第1に 掲げる以外の添加物であって,栄 養強化の目的で使用されたものと認

められる添加物の範囲は,別 添1及 び別添3の 用途の項に 「強化剤」として例示したこと。

なお,こ れ らの添加物を栄養強化以外の目的で使用する場合には,物 質名の表示が必要であ

ること。

オ 調製粉乳にあっては,栄 養強化の目的で使用されたものであっても,従 来どお り主要な混

合物として表示を要するものであること。

カ ば ら売 り等により販売される食品のうち,ジ フェニルを使用 したグレープフルーツ,レ モ

ン及びオレンジ類については,昭 和46年3月17日 環食化第223号 により,サ ッカリン又はサ

ッカリンナ トリウムを含む食品については昭和50年7月25日 環食化第32号 により,オ ル ト

フェニルフェノール,オ ル トフェニルフェノールナ トリウム又はこれ らのいずれかを使用した

かんきつ類については昭和52年5月2日 環食化第28号 によ り,チアベンダゾールを使用した

かんきつ類及びバナナについては昭和53年8月30日 環食化第36号 により,イ マザ リルを使

用したかんきつ類及びバナナについては平成4年11月6日 衛化第80号 により,フルジオキソ

ニルを使用したあんず,お うとう,か んきつ類,キ ウィー,ざ くろ,す もも,西 洋な し,ネ ク

タリン,び わ,マ ルメロ,も も及びりんごについては平成23年8月31日 消食表第370号 によ

り,そ れぞれこれ らの添加物としての使用に関する表示を指導 してきているところであるが,



今後とも従来どおり十分指導されたいこと。

(2)添 加物及びその製剤に係る表示について

ア 添加物の名称及びその製剤の成分の表示にあっては,一 括名又は簡略名を名称として用いる

ことはできないこと。

イ 規則別表第1に 掲げる添加物の表示は規則別表第1に 掲げる名称により行 うこと。既存添加

物の表示は,名 簿に掲げる名称または別添1に 掲げる品名により行うものであること。また,

天然香料及び一般飲食物添加物の表示は,別 添2及 び別添3に 掲げる品名により行 うものであ

ること。ただし,別 添2及 び別添3に 記載のない添加物にあっては,当 該添加物であることが

特定できる科学的に適切な名称をもって表示するものであること。

ウ 添加物製剤の成分の重量パーセント表示に関し,規 則別表第1に 掲げる以外の添加物の製剤

において,そ の重量パーセ ントの表示は,当 該製剤の製造における当該添加物の配合量を基準

として行うこと。

(3)そ の他

ア 添加物の表示においては,い ずれの場合においても 「天然」又はこれに類する表現の使用は

認められないものであること。

イ 物質名又は簡略名の表示は,規 則別表第1,名 簿,別 紙1,別 添1,別 添2及 び別添3に 掲げ

る名称のとおりに表示することが原則であるが,食 品関係営業者及び一般消費者に誤解 を与え

ない範囲内で平仮名,片 仮名,漢 字を用いても差し支えないものであること。



別紙1

簡略名一覧表

亜硝酸ナ トリウム

L一 アスコル ビン酸

L一 アスコル ビン酸カルシウム

L一 アスコルビン酸ステアリン酸工ステル

L一 アスコルビン酸ナ トリウム

L一 アスコルビン酸2一 グルコシド

L一 アスコルビン酸パルミチン酸工ステル

L一 アスパラギ ン酸ナ トリウム

アセチル化アジピン酸架橋デンプン

アセチル化酸化デ ンプン

アセチル化 リン酸架橋デンプン

DL一アラニン

亜硫酸ナ トリウム

L一 アルギニンL一 グルタミン酸塩

アルギン酸カリウム

アルギン酸カルシウム

アルギン酸ナ トリウム

アルギン酸プロピレングリコールエステル

安息香酸ナ トリウム

L一 イソロイシン

5'一 イ ノシン酸ニナ トリウム

5'一 ウリジル酸ニナ トリウム

エチレンジアミン四酢酸カルシウムニナ トリウム

エチレンジアミン四酢酸ニナ トリウム

エリソルビン酸ナ トリウム

エルゴカルシフェロール

塩化カリウム

塩化カルシウム

塩化第二鉄

塩化マグネシウム

オクテニルコハク酸デンプンナ トリウム

オル トフェニルフェノール

オル トフェニルフェノールナ トリウム

オレイン酸ナ トリウム

亜硝酸Na

アスコル ビン酸,V.C

アスコル ビン酸Ca,ビ タ ミンC,V.C

アスコル ビン酸工ステル,ビ タミンC,V.C

アスコル ビン酸Na,ビ タ ミンC,V.C

アスコル ビン酸,ビ タミンC,V.C

アスコル ビン酸工ステル,ビ タミンC,V.C

アスパ ラギ ン酸ナ トリウム,ア スパ ラギ ン酸Na

加 工デ ンプン

加 工デ ンプン

加工デ ンプン

ア ラニン

亜硫酸塩,亜 硫酸Na

アルギ ニ ングル タミン酸塩

アルギ ン酸K

アルギ ン酸Ca

アルギ ン酸Na

アルギ ン酸 エステル

安 息香酸Na

イ ソ ロイシン

イ ノシン酸 ナ トリウム,イ ノシン酸Na

ウ リジル酸 ナ トリウム,ウ リジル酸Na

EDTAカ ル シウムナ トリウム,EDTA-Ca・Na

EDTAナ トリウム,EDTA--Na

エ リソル ビン酸Na,イ ソアスコル ビン酸Na

ビタ ミンD,V.D

塩化K

塩化Ca

塩化鉄

塩化Mg

加 工デ ンプン,オ クテニル コハ ク酸デ ンプ ンNa

OPP

オル トフ ェニル フェノールNa,OPP-Na

オ レイン酸Na



カゼインナ トリウム

カルボキシメチルセルロースカルシウム

カルボキシメチルセルロースナ トリウム

β一カロテン

5'一 グアニル酸ニナ トリウム

クエン酸イソプロピル

クエン酸一カ リウム

クエン酸三カ リウム

クエン酸カルシウム

クエン酸第一鉄ナ トリウム

クエン酸三ナ トリウム

グリセリン脂肪酸エステル

グリチル リチン酸ニナ トリウム

グルコン酸カ リウム

グルコン酸カルシウム

グルコン酸ナ トリウム

L一 グルタミン酸

L一 グルタミン酸アンモニウム

L一 グルタミン酸カリウム

L一 グルタミン酸カルシウム

L一 グルタミン酸ナ トリウム

L一 グルタミン酸マグネシウム

ケイ酸カルシウム

ケイ酸マグネシウム

コハク酸一ナ トリウム

コハク酸ニナ トリウム

コレカルシフェロール

コンドロイチン硫酸ナ トリウム

酢酸デンプン

酢酸ナ トリウム

サ ッカリンカルシウム

サ ッカリンナ トリウム

酸化デンプン

酸化マグネシウム

三二酸化鉄

カゼ インNa

CMC-Ca,繊 維素 グ リコール酸Ca

CMC-Na,繊 維素 グ リコール酸Na,CMC

カ ロチ ン,カ ロチ ン色素,カ ロチ ノイ ド,カ ロチ

ノイ ド色 素,カ ロテン,カ ロテン色素,カ ロテ ノ

イ ド,カ ロテ ノイ ド色素

グアニル酸 ナ トリウム,グ アニル酸Na

クエン酸 工ステル

クエン酸 カ リウム,ク エ ン酸K

クエン酸 カ リウム,ク エ ン酸K

クエン酸Ca

クエン酸鉄Na

クエン酸Na

グ リセ リンエステル

グ リチル リチン酸 ナ トリウム,グ リチル リチ ン酸

Na

グル コン酸K

グル コン酸Ca

グル コン酸Na

グル タミン酸

グル タミン酸 アンモニ ウム

グル タミン酸 カ リウム,グ ルタ ミン酸K

グル タミン酸 カル シウム,グ ルタ ミン酸Ca

グル タミン酸ナ トリウム,グ ルタ ミン酸Na

グル タミン酸 マグ ネシウム,グ ルタ ミン酸Mg

ケイ酸Ca

ケイ酸Mg

コハ ク酸ナ トリウム,コ ハ ク酸Na

コハ ク酸ナ トリウム,コ ハ ク酸Na

ビタミンD,V.D

コン ドロイチ ン硫酸Na

加工デ ンプン

酢酸Na

サ ッカ リンCa

サ ッカリンNa

加エデンプン

酸化Mg

酸化鉄



次亜塩素酸ナ トリウム

次亜硫酸ナ トリウム

L一 システイ ン塩酸塩

5'一 シチジル酸ニナ トリウム

ジフェニル

ジブチルヒ ドロキシ トルエン

ジベンゾイルチアミン

ジベンゾイルチアミン塩酸塩

肌一酒石酸

L一 酒石酸

DL一 酒石酸水素カリウム

L一 酒石酸水素カリウム

DL一 酒石酸ナ トリウム

L一 酒石酸ナ トリウム

硝酸カリウム

硝酸ナ トリウム

食用赤色2号

食用赤色2号 アルミニウムレーキ

食用赤色3号

食用赤色3号 アルミニウムレーキ

食用赤色40号

食用赤色40号 アルミニウムレーキ

食用赤色102号

食用赤色104号

食用赤色105号

食用赤色106号

食用黄色4号

食用黄色4号 アルミニウムレーキ

食用黄色5号

食用黄色5号 アルミニウムレーキ

食用緑色3号

食用緑色3号 アルミニウムレーキ

食用青色1号

次亜塩素酸Na

次亜硫酸Na,亜 硫酸塩

システイ ン塩酸塩 システイ ン

シチ ジル酸ナ トリウム,シ チ ジル酸Na

DP

BHT

チ アミン,ビ タミンB1,V.B1

チ アミン,ビ タミンB1,V.B1

酒 石酸

酒 石酸

酒 石酸 カ リウム,酒 石酸K,重 酒石酸カ リウム,

重 酒石酸K

酒 石酸カ リウム,酒 石酸K,重 酒石酸カ リウム,

重 酒石酸K

酒 石酸ナ トリウム,酒 石酸Na

酒 石酸ナ トリウム,酒 石酸Na

硝 酸K

硝 酸Na

赤 色2号,赤2

食 用赤色2号,赤 色2号,赤2,ア マ ランス

赤 色3号,赤3

食 用赤色3号,赤 色3号,赤3,エ リス ロシン

赤 色40号,赤40

食 用赤色40号,赤 色40号,赤40,ア ル ラレッ ド

AC

赤 色102号,赤102

赤 色104号,赤104

赤 色105号,赤105

赤 色106号,赤106

黄 色4号,黄4

食用 黄色4号,黄 色4号,黄4,夕 一 トラジン

黄 色5号,黄5

食 用黄色5号,黄 色5号,黄5,サ ンセ ッ トイエ

ローFCF

緑 色3号,緑3

食用 緑色3号,緑 色3号,緑3,フ ァス トグ リー

ンFCF

青色1号,青1



食用青色1号 アルミニウムレーキ

食用青色2号

食用青色2号 アルミニウムレーキ

ショ糖脂肪酸工ステル

シリコーン樹脂

水酸化カリウム

水酸化カルシウム

水酸化マグネシウム

ステアリン酸カルシウム

ステアリン酸マグネシウム

ステアロイル乳酸カルシウム

ステアロイル乳酸ナ トリウム

ソル ビタン脂肪酸工ステル

D一 ソル ビトール

ソルビン酸カリウム

ソル ビン酸カルシウム

炭酸カリウム(無 水)

炭酸カルシウム

炭酸水素ナ トリウム

炭酸ナ トリウム

炭酸マグネシウム

チアベンダゾール

チアミン塩酸塩

チアミン硝酸塩

チアミンセチル硫酸塩

チアミンチオシアン酸塩

チアミンナフタレンー1,5一 ジスルホン酸塩

チアミンラウリル硫酸塩

L一 テアニン

鉄クロロフィリンナ トリウム

デヒ ドロ酢酸ナ トリウム

デンプングリコール酸ナ トリウム

銅クロロフィリンナ トリウム

銅クロロフィル

d2一 α一 トコフェロール

トコフェロール酢酸エステル

食用青色1号,青 色1号,青1,ブ リリア ン トブ

ルーFCF

青色2号,青2

食用青色2号,青 色2号,青2,イ ンジゴカル ミ

ノ

シ ョ糖工ステル

シリコー ン

水酸化K

水酸化Ca

水酸化Mg

ステ アリン酸Ca

ステア リン酸Mg

ステ アロイル乳酸Ca,ス テア リル 乳酸Ca

ステア ロイル乳酸Na,ス テア リル 乳酸Na

ソル ビタ ンエステル

ソル ビ トール,ソ ルビ ッ ト

ソル ビン酸K

ソル ビン酸Ca

炭酸カ リウム,炭 酸K

炭酸Ca

炭酸水素Na,重 炭酸Na,重 曹

炭酸Na

炭酸Mg

TBZ

チア ミン,ビ タミ ンB1,V.B1

チア ミン,ビ タミ ンB1,V.B1

チア ミン,ビ タミ ンB1,V.B1

チア ミン,ビ タミ ンB1,V.B1

チア ミン,ビ タミ ンB1,V.B1

チア ミン,ビ タ ミンB1,V.B1

テアニ ン

鉄 クロロフィリンNa,鉄 葉緑素

デ ヒ ドロ酢酸Na

加工デ ンプ ン,ア ノブノグ リコール酸Na

銅 クロロフィリンNa,銅 葉緑素

銅葉 緑素

トコ フェロール,ビ タミンE,V.E

酢酸 トコ フェロー ル,酢 酸 ビタミンE,酢 酸V.E



d一 α一 トコフェロール酢酸 エステル

DL一 トリプ トファン

L一 トリプ トファン

DL一 トレオニ ン

L一 トレオニ ン

ニ コチ ン酸ア ミ ド

ニ 酸化硫黄

二 酸化ケイ素

二酸化炭素

二酸化チタン

乳酸 カルシウム

乳酸ナ トリウム

ノルビキシンカリウム

パラオキシ安息香酸イソブチル

パ ラオキシ安息香酸イソプロピル

パラオキシ安息香酸エチル

パ ラオキシ安息香酸ブチル

パラオキシ安息香酸プロピル

L一 バリン

パン トテン酸カルシウム

パン トテン酸ナ トリウム

L一 ヒスチジン塩酸塩

ビスベンチアミン

ビタミンA

ビタミンA脂 肪酸エステル

ヒ ドロキシプロピル化 リン酸架橋デンプン

ヒ ドロキシプロピルセルロース

ヒ ドロキシプロピルデンプン

ヒ ドロキシプロピルメチルセルロース

酢酸 トコフェロール,酢 酸ビタミ ンE,酢 酸V.E

トリプ トフ ァン

トリプ トフ ァン

トレオニ ン,ス レオニ ン

トレオニ ン,ス レオニ ン

ニコチ ン酸,ナ イ アシン

ニ酸化イ オウ,亜 硫酸塩

酸化 ケイ素(微 粒二酸化ケイ素 を用い る場合は,

酸化 ケイ素のほか,「微粒二酸化ケイ素」錦

・る一ほか ,「微粒酸化 ケイ素」,「微粒 シ リカゲル」と

い う簡 略名を用 いることができる。)

炭酸

酸化 チタン

乳酸Ca

乳酸Na

ノル ビキシンK,水 溶性アナ トー,ア ナ トー,ア

ナ トー色 素,カ ロチ ノイ ド,カ ロチ ノイ ド色素,

カロテ ノイ ド,カ ロテ ノイ ド色素

ノル ビキ シンNa,水 溶性 アナ トー,ア ナ トー,ア

ナ トー色 素,カ ロチ ノイ ド,カ ロチ ノイ ド色素,

カロテ ノイ ド,カ ロテ ノイ ド色素

パ ラオキ シ安息香酸 イソブチルパ ラベ ン

パ ラオキ シ安息香酸 イソプ ロピル パラベン

パ ラオキ シ安息香酸 エチルパ ラベン

パ ラオキ シ安息香酸 ブチルパ ラベン

パ ラオキ シ安息香酸 プ ロピルパ ラベン

バ リン

パ ン トテ ン酸Ca

パ ン トテ ン酸Na

ヒスチ ジン塩酸塩,ヒ スチジン

チ アミン,ビ タ ミンB1,V.Bl

V.A

ビタミンAエ ステル,レ チノールエステル,ビ タ

ミンA,V.A

加工デ ンプン

HPC

加工デ ンプン

HPMC



氷酢酸

ピリドキシン塩酸塩

ビロ亜硫酸カリウム

ピロ亜硫酸ナ トリウム

ピロリン酸四カリウム

ピロリン酸二水素カルシウム

ピロリン酸二水素ニナ トリウム

ピロリン酸第二鉄

ピロリン酸四ナ トリウム

L一 フェニルアラニン

フェロシアン化カリウム

フェロシアン化カルシウム

フェロシアン化ナ トリウム

ブチルヒドロキシアニソール

フマル酸一ナ トリウム

プロピオン酸カルシウム

プロピオン酸ナ トリウム

プロピレングリコール脂肪酸エステル

没食子酸プロピル

ポリアクリル酸ナ トリウム

ポリリン酸カリウム

ポリリン酸ナ トリウム

D一 マンニ トール

メタリン酸カリウム

メタリン酸ナ トリウム

DL一メチオニン

L一 メチオニン

メチルヘスペリジン

dl一 メントール

1一 メントール

モルホリン脂肪酸塩

L一 リシンL一 アスパラギン酸塩

L一 リシン塩酸塩

L一 リシ ンL一 グル タミン酸塩

酢 酸

ピ リ ドキ シン,V.B6

亜 硫酸塩,亜 硫酸 カ リウム,亜 硫酸K,重 亜硫酸

カ リウム,重 亜硫酸K

亜 硫酸塩,亜 硫酸 ナ トリウム,亜 硫酸Na,重 亜硫

酸 ナ トリウム,重 亜硫酸Na,亜 硫酸 ソーダ

ピ ロリン酸K

ピ ロリン酸 カル シウム,ピ ロ リン酸Ca

ピ ロリン酸 ナ トリウム,ピ ロ リン酸Na

ピ ロリン酸鉄

ピ ロリン酸Na

フェニル アラニ ン

フェ ロシアン化K

フェ ロシアン化Ca

フェ ロシアン化Na

BHA

フマル酸Na

プロピオン酸Ca

プロピオン酸Na

プロピ レング リコールエステル

没食子酸

ポ リアク リル酸Na

ポ リリン酸K

ポ リリン酸Na

マ ンニ トール,マ ンニ ッ ト

メタ リン酸K

メタ リン酸Na

メチオニ ン

メチオニ ン

ヘスペ リジン,ビ タミ ンP,V.P

メン トール

メン トール

モルホ リン

リシン,リ ジン,リ シ ンアスパ ラギ ン酸塩,リ ジ

ンアスパ ラギ ン酸塩

リシン,リ ジン,リ シン塩酸塩,リ ジン塩酸塩

リシン,リ ジン,リ シ ングルタ ミン酸塩,リ ジン

グルタ ミン酸 塩



5'一 リボヌ クレオチ ドカル シウム

5'一 リボヌク レオチ ドニナ トリウム

リボフラビン

リボフラビン酪酸工ステル

リボフラビン5'一 リン酸工ステルナ トリウム

硫酸アルミニウムアンモニウム

硫酸アルミニウムカリウム

硫酸カルシウム

硫酸第一鉄

硫酸ナ トリウム

硫酸マグネシウム

DL一 リンゴ酸

DL一 リンゴ酸ナ トリウム

リン酸架橋デンプン

リン酸化デンプン

リン酸三カ リウム

リン酸三カルシウム

リン酸三マグネシウム

リン酸水素ニアンモニウム

リン酸二水素アンモニウム

リン酸水素ニカリウム

リン酸二水素カリウム

リン酸一水素カルシウム

リン酸一水素マグネシウム

リン酸二水素カルシウム

リン酸水素ニナ トリウム

リン酸二水素ナ トリウム

リン酸三ナ トリウム

リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン

リボヌク レオチ ドカル シウム,リ ボ ヌクレオチ ド

Ca,リ ボヌク レオタイ ドカルシ ウム,リ ボ ヌクレ

オタイ ドCa

リボ ヌク レオチ ドナ トリウム,リ ボ ヌクレオチ ド

Na,リ ボヌク レオタイ ドナ トリウム,リ ボ ヌク レ

オ タイ ドNa

V.B2

リボ フラビン,ビ タ ミンB2,V.B2

リボ フラビン,ビ タミ ンB2,V.B2

アンモニ ウム ミ ョウバ ン

カリミ ョウバ ン,ミ ョウバ ン

硫酸Ca

硫酸鉄

硫酸Na

硫酸Mg

リンゴ酸

リンゴ酸ナ トリウム,リ ンゴ酸Na

加工デ ンプ ン

加工デ ンプ ン

リン酸カ リウム,リ ン酸K

リン酸カル シウム,リ ン酸Ca

リン酸マグネ シウム,リ ン酸Mg

リン酸ア ンモニ ウム

リン酸ア ンモニ ウム

リン酸カ リウム,リ ン酸K

リン酸カ リウム,リ ン酸K

リン酸カル シウム,リ ン酸Ca

リン酸マグネ シウム,リ ン酸Mg

リン酸カル シウム,リ ン酸Ca

リン酸 ナ トリウム,リ ン酸Na

リン酸ナ トリウム,リ ン酸Na

リン酸ナ トリウム,リ ン酸Na

加エデ ンプ ン



別紙2

同種の機能の添加物を併用 した場合における簡略名の例

1同 種の添加物の酸及び塩を併用した場合

併用する物質名 簡 略 名

安息香酸及び安息香酸ナ トリウム 安息香酸(Na)

クエン酸及びクエン酸ナ トリウム クエ ン酸(Na)

ソルビン酸 ソルビン酸カリウム及びソルビン酸カルシウム ソル ビン酸(K,Ca)

乳酸,乳 酸ナ トリウム及び乳酸カルシウム 乳 酸(Na,Ca)

氷酢酸及び酢酸ナ トリウム 酢酸(Na)

リン酸及びリン酸三ナ トリウム リン酸(Na)

2同 種の添加物の塩を併用 した場合

ケイ酸カルシウム及びケイ酸マグネシウム

DL一酒石酸水素カ リウム及びDL一 酒石酸ナ トリウム

ステアリン酸カルシウム及びステアリン酸マグネシウム

ステアロイル乳酸カルシウム及びステアロイル乳酸ナ トリウム

炭酸ナ トリウム及び炭酸マグネシウム

ピロリン酸二水素カルシウム及びピロリン酸四ナ トリウム

ポ リリン酸カ リウム及びメタリン酸カリウム

ピロリン酸四ナ トリウム及びポリリン酸ナ トリウム

ピロリン酸四ナ トリウム及びメタリン酸カリウム

フェロシアン化カリウム及びフェロシアン化ナ トリウム

ケイ酸塩(Ca,Mg)

酒石酸塩(K,Na)

ステ アリン酸塩(Ca,Mg)

ステ アロイル乳酸塩(Ca,Na)

炭酸塩(Na,Mg)

リン酸塩(Ca,Na)

リン酸塩(K)

リン酸塩(Na)

リン酸塩(Na,K)

フェロシア ン化物(K,Na)



別紙3

規則別表第1に 掲げる添加物のうち用途名併記を要するものの例示

1 甘味料,人 工甘味料又は合成甘味料 アセスルファムカリウム

アスパルテーム

キ シリ トール

グリチルリチン酸ニナ トリウム

サ ッカ リン

サッカリンカルシウム

サ ッカ リンナ トリウム

ス クラロース

2 着色料又は合成着色料 β一 カ ロテ ン

食用赤色2号 及びそのアルミニウムレーキ

食用赤色3号 及びそのアルミニウムレーキ

食用赤色40号 及びそのアルミニウムレーキ

食用赤色102号

食用赤色104号

食用赤色105号

食用赤色106号

食用黄色4号 及びそのアルミニウムレーキ

食用黄色5号 及びそのアルミニウムレーキ

食用緑色3号 及びそのアルミニウムレーキ

食用青色1号 及びそのアルミニウムレーキ

食用青色2号 及びそのアルミニウムレーキ

三二酸化鉄

鉄 クロロフ ィリンナ トリウム

銅 クロロフ ィル

銅 クロロフ ィリンナ トリウム

二酸化チタン

ノルビキシンカリウム

ノルビキシンナ トリウム

リボフラビン

リボフラビン酪酸エステル

リボ フラビン5'一 リン酸 エステルナ トリウム

3 保存料又は合成保存料 安息香酸

安息香酸ナ トリウム

ソルビン酸



ソル ビン酸カリウム

ソル ビン酸カルシウム

デヒ ドロ酢酸ナ トリウム

ナイシン

パラオキシ安息香酸イソブチル

パラオキシ安息香酸イソプロピル

パラオキシ安息香酸エチル

パラオキシ安息香酸ブチル

パラオキシ安息香酸プロピル

プロピオン酸

プロピオン酸カルシウム

プロピオン酸ナ トリウム

亜硫酸ナ トリウム

次亜硫酸ナ トリウム

二酸化硫黄

ピロ亜硫酸カリウム

ピロ亜硫酸ナ トリウム

4 増粘剤,安 定剤,ゲ ル化剤又は糊料 アセチル化アジピン酸架橋デンプン

アセチル化酸化デンプン

アセチル化 リン酸架橋デンプン

アルギン酸ナ トリウム

アルギン酸プロピレングリコールエステル

オクテニルコハク酸デンプンナ トリウム

カルボキシメチルセルロースカルシウム

カルボキシメチルセルロースナ トリウム

酢酸デンプン

酸化デンプン

デンプング リコール酸ナ トリウム

ヒ ドロキシプロピル化 リン酸架橋デンプン

ヒ ドロキシプロピルデンプン

ポ リアクリル酸ナ トリウム

メチルセルロース

リン酸架橋デンプン

リン酸化デンプン

リン酸モノエステル化 リン酸架橋デンプン

5 酸化防止剤 エチ レンジアミン四酢酸カルシウムニナ トリウム

エチ レンジアミン四酢酸ニナ トリウム

エリソルビン酸



エ リソルビン酸ナ トリウム

クエン酸イソプロピル

ジブチルヒドロキシ トルエン

ブチルヒ ドロキシアニソール

没食子酸プロピル

アスコルビン酸

アスコルビン酸ステアリン酸工ステル

アスコルビン酸ナ トリウム

アスコルビン酸パルミチン酸工ステル

dl一 α一 トコ フェ ロール

亜硝酸ナ トリウム

次亜硫酸ナ トリウム

二酸化硫黄

ピロ亜硫酸カリウム

ピロ亜硫酸ナ トリウム

6 発色剤 亜硝酸ナ トリウム

硝酸カ リウム

硝酸ナ トリウム

7 漂白剤 亜硫酸ナ トリウム

次亜硫酸ナ トリウム

二酸化硫黄

ピロ亜硫酸カリウム

ピロ亜硫酸ナ トリウム

8 防かび剤又は防ばい剤 イマザリル

オル トフェニルフェノール

オル トフェニルフェ ノールナ トリウム

チアベンダゾール/

ジフェニル

フルジオキソニル



別紙4

各一括名の定義及びその添加物の範囲

1イ ース トフー ド

(1)定 義 パン,菓 子等の製造工程で,イ ース トの栄養源等の目的で使用される添加物及びその

製剤。

(2)一 括名 イース トフー ド

(3)添 加物の範囲 以下の添加物をイース トフー ドの目的で使用する場合

塩化アンモニウム 塩化マグネシウム

グルコン酸カリウム グルコン酸ナ トリウム

焼成カルシウム 炭酸アンモニウム

炭酸カリウム(無 水)炭 酸カルシウム

硫酸アンモニウム 硫酸カルシウム

硫酸マグネシウム リン酸三カルシウム

リン酸水素ニアンモニウム リン酸二水素アンモニウム

リン酸一水素カルシウム リン酸一水素マグネシウム

リン酸二水素カルシウム

2ガ ムベース

(1)定 義 チューインガム用の基材 として使用される添加物製剤。

(2)一 括名 ガムベース

(3)添 加物の範囲 以下の添加物をガムベースとしての目的で使用する場合。

エステルガム

酢酸ビニル樹脂

ソルビタン脂肪酸エステル

ポ リイソブチ レン

プロピレング リコール脂肪酸エステル

リン酸三カルシウム

グ リセ リン脂肪酸エステル

ショ糖脂肪酸工ステル

炭酸カルシウム

ポ リブテン

リン酸一水素カルシウム

別添1の 用途欄に 「ガムベース」と記載されて

いる添加物

3か んすい

(1)定 義 中華麺類の製造に用いられるアルカ リ剤で,炭 酸カリウム,炭 酸ナ トリウム,炭 酸水

素ナ トリウム及びリン酸類のカ リウム又はナ トリウム塩のうち1種 以上を含む。

(2)一 括名 かんすい

(3)添 加物の範囲 以下の添加物をかんすいとしての目的で使用する場合。

炭酸カ リウム(無 水)炭 酸ナ トリウム

炭酸水素ナ トリウム ピロリン酸四カリウム



ピロリン酸二水素ニナ トリウム

ポリリン酸カリウム

メタリン酸カリウム

リン酸三カリウム

リン酸二水素カリウム

リン酸二水素ナ トリウム

ピロリン酸四ナ トリウム

ポリリン酸ナ トリウム

メタリン酸ナ トリウム

リン酸水素ニカリウム

リン酸水素ニナ トリウム

リン酸三ナ トリウム

4苦 味料

(1)定 義 食品の製造又は加工の工程で,苦 味の付与又は増強による味覚の向上又は改善のため

に使用される添加物及びその製剤。

(2)一 括名 苦味料

(3)添 加物の範囲 別添1及 び別添3の 用途欄に 「苦味料等」と記載されている添加物(香 辛料抽

出物を除く)

5酵 素

(1)定 義 食品の製造又は加工の工程で,そ の有する触媒作用を目的として使用された,生 活細

胞 によって生産された酵素類であって,最 終食品においても失活せず,効 果を有する

添加物及びその製剤。

(2)一 括名 酵素

(3)添 加物の範囲 別添1の 用途欄に 「酵素」と記載された添加物

6光 沢剤

(1)定 義 食品の製造又は加工の工程で,食 品の保護及び表面に光沢を与える目的で使用される

添加物及びその製剤。

(2)一 括名 光沢剤

(3)添 加物の範囲 別添1の 用途欄に 「光沢剤」と記載された添加物を光沢剤としての目的で使用

する場合。

7香 料

(1)定 義 食品の製造又は加工の工程で,香 気を付与又は増強するため添加される添加物及びそ

の製剤。

(2)一 括名 香料又は合成香料

(3)添 加物の範囲 以下の添加物を香料としての目的で使用する場合。

アセ トアルデヒド アセ ト酢酸エチル

アセ トフェノン アニスアルデ ヒド

(3一アミノー3一カルボキシプロピル)ア ミルアルコール

ジメチルスルポニウム塩化物

α一アミルシンナムアルデヒ ド アントラニル酸メチル



1

イオ ノン

イソオイゲ ノール

イソ吉草酸イ ソアミル

イソキ ノリン

イソチオ シア ン酸ア リル

イソブタ ノール

イソペ ンチルア ミン

γ一 ウンデカ ラク トン

2一 エチルー3,5一 ジメチルピ ラジ ン及び

2一 工チルー3,6一 ジメチルピ ラジ ンの混

合物

2一 工チルピ ラジ ン

2一 工チルー5一 メチル ピラジン

5一 工チル ー2一 メチル ピリジン

オイゲ ノール

オクタ ン酸 工チル

ギ酸 ゲ ラニル

ケイ皮酸

ケイ皮酸 メチル

ゲ ラニ オール

酢酸エ チル

酢酸 シク ロヘキシル

酢酸 シンナミル

酢酸 フェネチル

酢酸ベ ンジル

酢酸 リナ リル

2,3一 ジエチル ー5一 メチル ピラジン

シ トラール

シ トロネ ロール

脂肪酸類

脂肪族高級 アルデ ヒ ド類

2,3一 ジメチルピ ラジン

2,6一 ジメチルピ ラジン

シンナ ミル アル コール

チオエーテル類

デ カナール

デ カ ン酸エチル

2,3,5,6一 テ トラメチルピ ラジ ン

イソアミルアルコール

イソブチルアルデヒ ド

イソ吉草酸エチル

イソチオシアネー ト類

イソバレルアルデヒド

イソプロパノール

インドール及びその誘導体

エステル類

工チルバニリン

2一 工 チ ル ー3一 メチ ル ピ ラジ ン

2-一一工チ ル ー6一 メチ ル ピ ラジ ン

エーテル類

オクタナール

ギ酸イソアミル

ギ酸シ トロネリル

ケイ皮酸エチル

ケ トン類

酢酸イソアミル

酢酸ゲラニル

酢酸シ トロネリル

酢酸テルピニル

酢酸ブチル

酢酸1一 メンチル

サ リチル酸メチル

シクロヘキシルプロピオン酸アリル

シトロネラール

1,8一 シネオール

脂肪族高級アルコール類

脂肪族高級炭化水素類

2,5一 ジメチルピラジン

2,6一 ジメチルピリジン

シンナムアルデヒ ド

チオール類

デカノール

5,6,7,8一 テ トラヒ ドロキノキサリン

テルピネオール



テルペ ン系炭化水素類

2,3,5一 トリメチル ピラジン

バニ リン

バ レルアルデ ヒ ド

ヒ ドロキシシ トロネ ラール ジメチルアセ

タール

ピペ ロナール

ピ ロリジン

フ ェニル酢酸イ ソア ミル

フ ェニル酢酸工チル

フ ェネチル アミン

フェ ノール類

ブチル アミン

フル フラール及びその誘導体

プ ロピオ ンアルデ ヒ ド

プ ロピオ ン酸イ ソアミル

プ ロピオ ン酸ベ ンジル

ヘキサ ン酸ア リル

ヘプ タン酸エチル

ベ ンジル アルコール

2一 ペ ンタ ノール

1一 ペ ンテ ンー3一 オール

芳香族アルデ ヒ ド類

マル トール

5一 メチルキ ノキサ リン

5一 メチル ー6,7一 ジヒ ドロー5H一 シクロ

ペ ンタピ ラジン

2一 メチルピ ラジ ン

3一 メチル ー2一 ブタノール

trans-2-一 メチル ー2一 ブテナール

トリメチル アミン

γ一 ノナラク トン

パラメチル アセ トフェノン

ヒ ドロキシシ トロネ ラール

ピペ リジン

ピラジン

ピロール

フェニル酢酸イ ソブチル

2-(3一 フェニルプ ロピル)ピ リジン

フェ ノールエーテル類

ブタノール

ブチル アルデ ヒ ド

プロパ ノール

プロピオ ン酸

プロピオ ン酸 工チル

ヘキサ ン酸

ヘキサ ン酸エチル

1一 ペ リルアルデ ヒ ド

ベ ンズアルデ ヒ ド

trans-2一 ペンテナール

芳香族アルコール類

d一 ボルネオール

N一 メチルア ン トラニル酸 メチル

6一 メチルキ ノリン

メチル β一ナ フチル ケ トン

3一 メチル ー2一 ブテ ノール

1一 メン トール

酪 酸イ ソア ミル

酪 酸 シクロヘキシル

ラク トン類

別 添2に 掲げる添加物

2一 メチルブタ ノール

2一 メチル ブチルアルデ ヒ ド

3一 メチル ー2一 ブテナール

d1一 メン トール

酪酸

酪酸エチル

酪酸ブチル

リナ ロオール

8酸 味料



(1)定 義 食品の製造又は加工の工程で,酸 味の付与又は増強による味覚の向上又は改善のため

に使用される添加物及びその製剤。

(2)一 括名 酸味料

(3)添 加物の範囲 以下の添加物を酸味料としての目的で使用する場合。

アジピン酸 クエン酸

クエン酸三ナ トリウム グルコノデルタラク トン

グルコン酸 グルコン酸カリウム

グルコン酸ナ トリウム コハク酸

コハク酸一ナ トリウム コハク酸ニナ トリウム

酢酸ナ トリウム 肌一酒石酸

L一 酒石酸DL一 酒石酸ナ トリウム

L一 酒石酸ナ トリウム ニ酸化炭素

乳酸 乳酸ナ トリウム

氷酢酸 フマル酸

フマル酸一ナ トリウム 肌一 リンゴ酸

肌一 リンゴ酸ナ トリウム リン酸

別添1の 用途欄に 「酸味料」と記載された添加物

9チ ューインガム軟化剤

(1)定 義 チューインガムを柔軟に保つために使用する添加物及びその製剤。

(2)一 括名 軟化剤

(3)添 加物の範囲 以下の添加物をチューインガム軟化剤 としての目的で使用する場合。

グリセ リン プロピレングリコール

ソル ビトール

10調 味料

(1)定 義 食品の製造又は加工の工程で,味 の付与又は味質の調整等味覚の向上又は改善のため

に使用される添加物及びその製剤。

ただし,も っぱ ら甘味の目的で使用される甘味料,酸 味の目的で使用される酸味料又

は苦味の目的で使用される苦味料を除く。

(2)一 括名 調味料(ア ミノ酸等)等

(3)添 加物の範囲 以下の添加物を調味料としての目的で使用する場合。

① アミノ酸

L一 アスパラギン酸ナ トリウムDL一 アラニン

L一 アルギニンL一 グルタミン酸塩L一 イソロイシン

グリシンL一 グルタミン酸

L一 グルタミン酸アンモニウムL一 グルタミン酸ナ トリウム

L一 テアニンDL一 トリプ トファン



L一 トリプ トファン

L一 トレオニ ン

L一 ヒスチジ ン塩酸塩

DL一 メチオニ ン

L一 リシ ンL一 アスパ ラギ ン酸塩

L-一 リシ ンL一 グル タミン酸塩

② 核酸

5'一 イ ノシン酸ニナ トリウム

5'一 グ アニル酸ニナ トリウム

5'一 リボヌク レオチ ドカルシ ウム

③ 有機酸

クエン酸カルシウム

グルコン酸カリウム

コハク酸

コハク酸ニナ トリウム

DL一酒石酸水素カリウム

DL一酒石酸ナ トリウム

乳酸カルシウム

フマル酸一ナ トリウム

④ 無機塩

塩化カリウム

リン酸水素ニカリウム

リン酸水素ニナ トリウム

リン酸三ナ トリウム

粗製海水塩化カリウム

肌一 トレオニ ン

L一 バ リン

L一 フェニル アラニ ン

L一 メチ オニ ン

L一 リシン塩酸塩

別添1の 用途欄 に 「調味料」 と記載 され た添加

物(ア ミ ノ酸 に限 る)

5'一 ウ リジル酸ニナ トリウム

5'一 シチ ジル酸ニナ トリウム

5'一 リボヌ ク レオチ ドニナ トリウム

クエン酸三ナ トリウム

グルコン酸ナ トリウム

コハク酸一ナ トリウム

酢酸ナ トリウム

L一 酒石酸水素カリウム

L一 酒石酸ナ トリウム

乳酸ナ トリウム

DL一 リンゴ酸ナ トリウム

リン酸三カリウム

リン酸二水素カリウム

リン酸二水素ナ トリウム

塩水湖水低塩化ナ トリウム液

ホエイソル ト

11豆 腐用凝固剤

(1)定 義 大豆か ら調製した豆乳を豆腐様に凝固させる際に用いられる添加物及びその製剤。

(2)一 括名 豆腐用凝固剤又は凝固剤

(3)添 加物の範囲 以下の添加物を豆腐用凝固剤 としての目的で使用する場合。

塩化カルシウム 塩化マグネシウム

グルコノデルタラクトン 硫酸カルシウム

硫酸マグネシウム 粗製海水塩化マグネシウム



12乳 イヒ斉IJ

(1)定 義 食品に乳化,分 散,浸 透 洗浄,起 泡,消 泡,離 型等の目的で使用される添加物及び

その製剤。

(2)一 括名 乳化剤

(3)添 加物の範囲 以下の添加物を乳化剤としての目的で使用する場合

① 乳化剤を主要用途 とするもの。

オクテニルコハク酸デンプンナ トリウム

ショ糖脂肪酸エステル

ステアロイル乳酸ナ トリウム

プロピレングリコール脂肪酸エステル

ポリソルベー ト60

ポリソルベー ト80

グリセ リン脂肪酸エステル

ステアロイル乳酸カルシウム

ソル ビタン脂肪酸エステル

ポリソルベー ト20

ポリソルベー ト65

別添1の 用途欄に 「乳化剤」と記載された添加物

② プロセスチーズ,チ ーズフー ド及びプロセスチーズ加工品に①に掲げるものに加えて乳化剤

として使用されるもの。

クエ ン酸カルシウム

グルコン酸カリウム

ピロリン酸四カリウム

ピロリン酸二水素ニナ トリウム

ポ リリン酸カリウム

メタリン酸カリウム

リン酸三カリウム

リン酸水素ニアンモニウム

リン酸水素ニカリウム

リン酸一水素カルシウム

リン酸水素ニナ トリウム

リン酸三ナ トリウム

クエン酸三ナ トリウム

グルコン酸ナ トリウム

ピロリン酸二水素カルシウム

ピロリン酸四ナ トリウム

ポリリン酸ナ トリウム

メタリン酸ナ トリウム

リン酸三カルシウム

リン酸二水素アンモニウム

リン酸二水素カリウム

リン酸二水素カルシウム

リン酸二水素ナ トリウム

13水 素イオン濃度調整剤

(1)定 義 食品を適切なpH領 域に保つ目的で使用される添加物及びその製剤。ただし,中 華麺類

にかんすいの目的で使用される場合を除く。

(2)一 括名 水素イオン濃度調整剤又はpH調 整剤

(3)添 加物の範囲 以下の添加物を水素イオン濃度調整剤 としての目的で使用する場合。

アジピン酸 クエン酸

クエン酸三ナ トリウム グルコノデルタラク トン

グルコン酸 グルコン酸カリウム

グルコン酸ナ トリウム コハク酸



コハク酸一ナ トリウム

酢酸ナ トリウム

L一 酒石酸

L一 酒石酸水素カリウム

L一 酒石酸ナ トリウム

炭酸水素ナ トリウム

ニ酸化炭素

乳酸ナ トリウム

ピロリン酸二水素ニナ トリウム

フマル酸一ナ トリウム

DL一 リンゴ酸ナ トリウム

リン酸水素ニカリウム

リン酸水素ニナ トリウム

コハク酸ニナ トリウム

DL一酒石酸

DL一酒石酸水素カ リウム

DL一酒石酸ナ トリウム

炭酸カリウム(無 水)

炭酸ナ トリウム

乳酸

氷酢酸

フマル酸

DL一 リンゴ酸

リン酸

リン酸二水素カリウム

リン酸二水素ナ トリウム

別添1の 用途欄に 「酸味料」と記載された添加物

14膨 脹剤

(1)定 義 パ ン,菓 子等の製造工程で添加 し,ガ スを発生して生地を膨脹させ多孔性にするとと

もに食感を向上させる添加物及びその製剤。

(2)一 括名 膨脹剤,膨 張剤,ベ ーキングパウダー又はふくらし粉

(3)添 加物の範囲 以下の添加物を膨脹剤としての目的で使用する場合。

アジピン酸

塩化アンモニウム

クエン酸カルシウム

DL一酒石酸

DL一酒石酸水素カ リウム

炭酸アンモニウム

炭酸カルシウム

炭酸水素ナ トリウム

炭酸マグネシウム

乳酸カルシウム

ピロリン酸二水素カルシウム

ピロリン酸四ナ トリウム

フマル酸一ナ トリウム

ポ リリン酸ナ トリウム

メタ リン酸ナ トリウム

硫酸アルミニウムアンモニウム

DL一 リンゴ酸

リン酸三カルシウム

L一 アスコルビン酸

クエン酸

グルコノデルタラクトン

L一 酒石酸

L一 酒石酸水素カリウム

炭酸カリウム(無 水)

炭酸水素アンモニウム

炭酸ナ トリウム

乳酸

ピロリン酸四カリウム

ピロリン酸二水素ニナ トリウム

フマル酸

ポ リリン酸カリウム

メタリン酸カリウム

硫酸カルシウム

硫酸アルミニウムカリウム

DL一 リンゴ酸ナ トリウム

リン酸水素ニカリウム



リン酸二水素カリウム

リン酸二水素カルシウム

リン酸二水素ナ トリウム

リン酸一水素カルシウム

リン酸水素ニナ トリウム



別紙5

栄養強化の目的が考えられる添加物の範囲

(1)ビ タミン類(33品 目)

L一 アスコルビン酸

L一 アスコルビン酸ステアリン酸工ステル

L一 アスコルビン酸2一 グルコシ ド

エルゴカルシフェロール

コレカルシフェロール

ジベンゾイルチアミン塩酸塩

チアミン硝酸塩

チアミンチオシアン酸塩

チアミンラウリル硫酸塩

d一 α一 トコフェロール酢酸エステル

ニコチン酸アミド

パン トテン酸ナ トリウム

ビスベンチアミン

ビタミンA脂 肪酸エステル

メチルヘスペ リジン

リボフラビン

リボフラビン5ノ ー リン酸エステルナ トリ

ウム

(2)ミ ネラル類(31品 目)

亜鉛塩類(グ ルコン酸亜鉛及び硫酸亜鉛

に限る)

塩化カルシウム

塩化マグネシウム

クエン酸第一鉄ナ トリウム

クエン酸鉄アンモニウム

グルコン酸カルシウム

酸化マグネシウム

水酸化マグネシウム

炭酸カルシウム

銅塩類(グ ルコン酸銅及び硫酸銅に限る)

乳酸鉄

ピロリン酸第二鉄

硫酸第一鉄

L一 アスコル ビン酸カルシウム

L一 アスコルビン酸ナ トリウム

L一 アスコルビン酸パルミチン酸工ステル

β一カロテン

ジベンゾイルチアミン

チアミン塩酸塩

チアミンセチル硫酸塩

チアミンナフタレンー1,5一 ジスルホン酸塩

トコフェロール酢酸エステル

ニコチン酸

パントテン酸カルシウム

ビオチン

ビタミンA

ピリドキシン塩酸塩

葉酸

リボフラビン酪酸エステル

L一 アスコルビン酸カルシウム

塩化第二鉄

クエン酸カルシウム

クエン酸鉄

グリセロリン酸カルシウム

グリコン酸第一鉄

水酸化カルシウム

ステアリン酸カルシウム

炭酸マグネシウム

乳酸カルシウム

ピロリン酸第二水素カルシウム

硫酸カルシウム

硫酸マグネシウム



リン酸三カルシウム

リン酸一水素カルシウム

リン酸二水素カルシウム

(3)ア ミノ酸類(24品 目)

L一 アスパ ラギ ン酸ナ トリウム

L一 アルギニ ンL一 グルタミン酸塩

グ リシン

L一 グル タミン酸 カ リウム

L一 グル タミン酸 ナ トリウム

L一 システイ ン塩酸塩

DL一 トリプ トファン

DL一 トレオニ ン

L一 バ リン

L一 フェニルアラニン

L一 メチオニ ン

L一 リシ ン塩酸塩

リン酸三マグネシウム

リン酸一水素マグネシウム

DL一 ア ラニン

L一 イソ ロイ シン

L一 グル タミン酸

L一 グル タミン酸 カル シウム

L一 グル タミン酸マ グネシウム

L一 テアニン

L一 トリプ トファン

L一 トレオニ ン

L一 ヒス チジン塩酸塩

DL一 メチ オニ ン

L一 リシンL一 アスパ ラギ ン酸塩

L一 リシンL一 グル タミン酸塩

別添1～3〔 省略〕



  平成      ２４年 １２月 ２８日            号外第 ２８２ 号  

 

 

【省令】 

〇食品衛生法施行規則の一部を改正する省令（厚生労働一六三、一六四） 

厚生労働省令 第百六十三号  

 食品衛生法（昭和二十二年法律第二百三十三号）第十条の規定に基づき、食品衛生法施行

規則の一部を改正する省令を次のように定める。 

  平成二十四年十二月二十八日     厚生労働大臣 田村 憲久   

   食品衛生法施行規則の一部を改正する省令 

 食品衛生法施行規則（昭和二十三年厚生省令第二十三号）の一部を次のように改正する。 

 別表第一中第四百二十五号を第四百三十号とし、第三百七十七号から第四百二十四号まで

を五号ずつ繰り下げ、第三百七十六号を第三百八十号とし、同号の次に次の一号を加える。 

 三百八十一 ｔｒａｎｓ－２－メチル－２－ブテナール 

 別表第一中第三百七十五号を第三百七十九号とし、第二百五十二号から第三百七十四号ま

でを四号ずつ繰り下げ、第二百五十一号を第二百五十四号とし、同号の次に次の一号を加え

る。 

 二百五十五 トリメチルアミン 

  別表第一中第百四十七号を第百四十九号とし、第六十四号から第百四十六号までを二号

ずつ繰り下げ、第六十三号を第六十四号とし、同号の次に次の一号を加える。 

 六十五 ２－エチル－６－メチルピラジン 

 別表第一中第六十二号を第六十三号とし、第二十三号から第六十一号までを一号ずつ繰り

下げ、第二十二号の次に次の一号を加える。 

 二十三 （３－アミノ－３－カルボキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物 

   附 則  

 この省令は、公布の日から施行する 

 

官 報 

 

Administrator
ハイライト表示



〔告示〕 

〇食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（厚生労働五九五） 

 厚生労働省告示 第五百九十五号 （抄） 

 食品衛生法（昭和二十二年法律第二百三十三号）第十一条第一項及び第十八条第一項の規定に

基づき、食品、添加物等の規格基準（昭和三十四年厚生省告示第三百七十号）の一部を次のよう

に改正する。 

  平成二十四年十二月二十八日     厚生労働大臣 田村 憲久   

 

 第２のＣの 11 のアセトフェノンの目の次に次の一目を加える。 

 （３－アミノ－３－カルボキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物 

 

 第２のＣの 11 の２－エチル－５－メチルピラジンの目の次に次の一目を加える。 

 ２－エチル－６－メチルピラジン 

 

  

  

Administrator
ハイライト表示



第２のＣの 11 の２－ペンタノールの目の次に次の一目を加える。 

 trans－２－ペンテナール 

 

 第２のＣの 11 の２－メチルブチルアルデヒドの目の次に次の一目を加える。 

 trans－２－メチル－２－ブテナール 

 

 第２のＤのアニスアルデヒドの目の次に次の一目を加える。 

（３－アミノ－３－カルボキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物 

（３－Amino－３－carboxypropyl）dimethylsulfonium chloride 

 

C６H14ClNO２S                              分子量 199.70 

（３－Amino－３－carboxypropyl）dimethylsulfonium chloride ［3493－12－7］ 

含  量 本品を乾燥したものは，（３－アミノ－３－カルボキシプロピル）ジメチルスルホニ

ウム塩化物（C６H14ClNO２S）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，白色の結晶又は粉末で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品を減圧デシケーター中で３時間乾燥し，赤外吸収スペクトル測定法中のペースト

法により測定し，本品のスペクトルを参照スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同

様の強度の吸収を認める。ただし，窓板は塩化ナトリウムを使用する。 

純度試験 融点 138～143℃（分解） 



定 量 法 本品を減圧デシケーター中で３時間乾燥した後，その約 0.3ｇを精密に量り，水 70ml

及び 0.1mol／Ｌ塩酸１ml を加えて溶かし，0.1mol／Ｌ水酸化カリウム溶液で滴定する。終点の

確認は，通例，電位差計を用いる。ただし，第１変曲点と第２変曲点の間の 0.1mol／Ｌ水酸化

カリウム溶液の消費量より求める。 

   0.1mol／Ｌ水酸化カリウム溶液１ml＝19.970mg C６H14ClNO２S 

 第２のＤの２－エチル－５－メチルピラジンの目の次に次の一目を加える。 

２－エチル－６－メチルピラジン 

２－Ethyl－６－methylpyrazine 

 

C７H10N２                              分子量 122.17 

Mixture of ２－ethyl－６－methylpyrazine and ２－ethyl－５－methylpyrazine ［36731－41－６］ 

定  義 本品は，２－エチル－６－メチルピラジン及び２－エチル－５－メチルピラジンの混

合物である。 

含  量 本品は，２－エチル－６－メチルピラジン及び２－エチル－５－メチルピラジン（C７

H10N２）の合計量として 95.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無～微黄色の透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し，本品のスペクトルを参照

スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20＝1.492～1.502                                         

 (2) 比重   ＝0.960～0.973 

定 量 法 香料試験法中の香料のガスクロマトグラフィーの面積百分率法の操作条件(1)により定

量する。 

 第２のＤのＬ－トリプトファンの目の次に次の一目を加える。 

トリメチルアミン 

Trimethylamine 

 

C３H９N                                 分子量 59.11 

Trimethylamine ［75－50－３］ 

含  量 本品は，トリメチルアミン（C３H９N）98.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色の気体で，特有のにおいがある。 

D 

d 25 
25 



確認試験 定量法を準用して試験を行うとき，主ピークのマススペクトルに，分子イオンピーク

（m／z59），基準ピーク（m／z58）及びフラグメントピーク（m／z15，m／z30 及び m／z42）

を認める。 

定 量 法 ０～４℃に冷却した水１ml に－20℃に冷却した本品 0.1ｇを加えて溶かし，次の操作条

件により定量する。ただし，検液注入後，０～40 分の間に現れる水由来のピークを除いたピー

ク面積の総和を 100 とし，それに対する被検成分のピーク面積百分率を求め，含量とする。 

操作条件 

 検出器 質量分析計（電子衝撃イオン化法） 

 走査質量範囲 m／z10.00～300.00 

 カラム 内径 0.25～0.53mm，長さ 30～60ｍのケイ酸ガラス製の細管に，ガスクロマトグラフィ

ー用ジメチルポリシロキサン又はポリエチレングリコールを 0.25～１μmの厚さで被覆した

もの。 

 カラム温度 50℃で５分間保持し，その後毎分５℃で，230℃まで昇温する。 

 注入口温度 125～175℃ 

 注入方式 スプリット（30：１～250：１）。ただし，いずれの成分もカラムの許容量を超えな

いように設定する。 

 キャリヤーガス ヘリウム 

 流量 被検成分のピークが３～20 分の間に現れるように調整する。 

 第２のＤの２－メチルブチルアルデヒドの目の次に次の一目を加える。 

trans－２－メチル－２－ブテナール 

trans－２－Methyl－２－butenal 

（E）－２－Methyl－２－butenal 

 

C５H８O                                 分子量 84.12 

（２E）－２－Methylbut－２－enal ［497－03－０］ 

含  量 本品は，trans－２－メチル－２－ブテナール（C５H８O）97.0％以上を含む。 

性  状 本品は，無色透明な液体で，特有のにおいがある。 

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し，本品のスペクトルを参照

スペクトルと比較するとき，同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。 

純度試験 (1) 屈折率 n20 Ｄ＝1.445～1.450 

 (2) 比重 d20 20＝0.866～0.873 

 (3) 酸価 3.0 以下（香料試験法） 

定 量 法 本品のアセトン溶液（１→10）を検液とし，香料試験法中の香料のガスクロマトグラ

フィーの面積百分率法の操作条件(2)により定量する。ただし，カラムは内径 0.25～0.53mm，長

さ 50～60ｍのケイ酸ガラス製の細管に，ガスクロマトグラフィー用ポリエチレングリコールを

0.5～１μm の厚さで被覆したものを用い，カラム温度は，50℃で 15 分間保持し，その後毎分

10℃で昇温し，230℃に到達後，27 分間保持し，流量は，被検成分のピークが 10～30 分の間に



現れるように調整する。検液注入後，０～60 分の間に現れるすべての成分のピーク面積の総和

を 100 とし，それに対する被検成分のピーク面積百分率を求め，含量とする。 

 第２のＦのアニスアルデヒドの目の次に次の一目を加える。 

（３－アミノ－３－カルボキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物 

 （３－アミノ－３－カルボキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物は，着香の目的以外に

使用してはならない。 

 第２のＦの２－エチル－５－メチルピラジンの目の次に次の一目を加える。 

２－エチル－６－メチルピラジン 

 ２－エチル－６－メチルピラジンは，着香の目的以外に使用してはならない。 

  

  第２のＦのｄ－α－トコフェロール酢酸エステルの目の次に次の一目を加える。 

トリメチルアミン 

 トリメチルアミンは，着香の目的以外に使用してはならない。 

 第２のＦの２－メチルブチルアルデヒドの目の次に次の一目を加える。 

trans－２－メチル－２－ブテナール 

 trans－２－メチル－２－ブテナールは，着香の目的以外に使用してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   















府 食 第 3 9 7 号  

平成2 3年5月12日  

厚生労働大臣  

細川 律夫 殿   

食品安全委員会  

委員長  小泉  

食品健康影響評価の庵果の通知について  

平成23年2月10日付け厚生労働省発食安021b第1号をもって貴省から当委  

員会に意見を求められた（3－アミノー3「ヌりレポキシプロピル）ジメチルスルホニ  

ウム塩化物に係る食品健康影響評価の結果は下記のとおりですので、食品安全基本法  

（平成15年法律第48号）第23条第2項の規定に基づき通知します。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

（3－アミノー3－カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物は、食品の  

着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えられる。   



添加物評価書  

（3－アミノー3一カルポキシプロピル）ジ  

メチルスルホニウム塩化物  

2011年5月  

食品安全委員会   
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要 約  

添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物」  

（CAS番号：3493・12・7（（3・アミノ甘カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム  

クロリドとして））について、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に用いた試験成績は、遺伝毒性、反復投与毒性及び生殖発生毒性に関するも  

のである。  

食品安全委員会として、添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメ  

チルスルホニウム塩化物」には、生体にとって特段問題となる毒性はないものと考  

えられる。また、食品安全委員会として、国際的に汎用されている香料の我が国に  
おける安全性評価法により、添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジ  

メチルスルホニウム塩化物」は構造クラスⅢに分類されること、本品目の想定され  

る推定摂取量（75～250膵／人／日）は構造クラスⅢの摂取許容値（90膵／人／日）を  

上回るが、食品中にもともと存在する本品目主成分の食事からの摂取量は本品目の  

想定される推定摂取量と同等又はそれよりも多いと考えられること、安全マージン  

（9，000～20，000）は90 日間反復投与毒性試験の適切な安全マージンとされる  

1，000を上回ることを確認した。  

以上より、添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニ  

ウム塩化物」は、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考えら  

れる。   



Ⅰ．評価対象品目の概要  
1．用途  

香料  

2．主成分の名称  
和名：（3・アミノづ・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムクロリド  

英名：（3・Amino・3・Carboxypropyl）dimethylsullもniumchloride  

CAS番号：3493・12・7  

3．分子式  

分子式：C6H14NO2SCl（参照1）  

4．分子量  

分子量：199．7（参照1）  

5．構造式  

／去＼／芋  

（参照1）  

6．評価要請の経緯   
（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩は、アスパラガス、   

セロリ、コールラビ、うんしゆうみかん、スイートコーン、緑茶等の食品中に   

存在する成分であるとされている（参照2、3、4、5）。添加物（香料）「］⊃L・（3・   
アミノ・3－カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムクロリド」1は、欧米にお   

いて、魚介製品といった加工食品に、香りの再現、風味の向上等の目的で添加   

されている（参照1、6）。なお、本品目の主成分（3・アミノ・3・カルポキシプロ   

ピル）ジメチルスルホニウムクロリドは、い わゆる「ビタミンU」とも呼ばれる   

ものであり、また、「メチルメチオニンスルホニウムクロリド」として医薬品の   

成分としても用いられているものである。   

厚生労働省は、2002年7月の薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会での了   

承事項に従い、①JECFA（Joint FAOrWHO Expert Committee on Food   

Additives：FAOrWHO合同食品添加物専門家会議）で国際的に安全性評価が   

終了し、一定の範囲内で安全性が確認されており、かつ、②米国及びEU（欧   

州連合）諸国等で使用が広く認められていて国際的に必要性が高いと考えられ   

る食品添加物については、企業等か らの指定要請を待つことなく、主体的に指   

定に向けた検討を開始する方針を示している。今般、厚生労働省において添加   
物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物」に   

ついての評価資料が取りまとめられたことから、食品安全基本法に基づき、食  

1JECFAは、その安全性評価において本品目の名称を「DL・（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムタロリ  
ド」としている。一方、評価要請者は、本品目の主成分の名称を「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム  
タロリド」、本品目の名称を「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物」として、食品健康影響評価  
の依頼を行っている。  
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品安全委員会に対して、食品健康影響評価の依頼がなされたものである。   

なお、香料については、厚生労働省においては、「食品添加物の指定及び使用  

基準改正に関する指針について」（平成8年3月22日衛化第29号厚生省生活  

衛生局長通知）にはよらず「国際的に汎用されている香料の安全性評価の方法  

について」に基づき、資料の整理が行われている。（参照7）  

Ⅱ．安全性に係る知見の概要  

1．遺伝毒性   
（1）DNA損傷を指標とする試験  

名古屋ら（1980）の報告によれば、（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメ  

チルスルホニウムクロリドについての細菌（励（ユ〃〟gg〟ム肋H17（re（7＋）  

及びM45（re（「））を用いたDNA修復試験（最高用量10mg／disk）が実施  

されており、DNAに対する損傷作用は認められなかったとされている。（参  

照8）  

（2）遺伝子突然変異を指標とする試験  

① 微生物を用いる復帰突然変異試験  
名古屋ら（1980）の報告によれば、（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジ  

メチルスルホニウムクロリドについての細菌（▲免血以】e〟βむpム血〃カl皿  

TA98、TAlOO及びTA1537並びにEgcheHChL9COIT B／rWP2壇）及び  

WP2壇）Au）を用いた復帰突然変異試験（最高用量10mg心1ate）が実  

施されており、復帰突然変異の誘発は認められなかったとされている。（参  

照8）  

厚生労働省委託試験報告（2010a）によれば、添加物（香料）「（3・アミ  
ノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物」についての細菌  

（S．わpAimullum TA98、TAlOO、TA1535及びTA1537並びにE  

WP2ulザd）を用いた復帰突然変異試験（最高用量5mg／plate）が実施さ  

れており、代謝活性化系の有無にかかわらず陰性であったとされている。  

（参照9、10、11）  

② 遺伝子突然変異を指標とするその他の試験  
Hussain（1983）の報告によれば、（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジ  

メチルスルホニウムクロリドについての細菌（且むpム血〟カl皿TAlOO及  

びTA1535）を用いた遺伝子突然変異試験（最高用量27mM・h）が実施さ  

れている。その結果、投与群において対照群の2倍を超える遺伝子突然変  
異の誘発は認められていない。また、別途（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）  

ジメチルスルホニウムクロリドについての細菌（互cdSd－4）を用いた遺  

伝子突然変異試験（最高用量153mM・h）が実施されており、変異頻度の  

有意な増加は認められなかったとされている。（参照12）  

（3）染色体異常を指標とする試験  

① ほ乳類培養細胞を用いる染色体異常試験  
厚生労働省委託試験報告（2010b）によれば、添加物（香料）「（3・アミ  
ノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物」についての   



CHL／IU（チャイニーズ・ハムスター肺由来培養細胞株）を用いた染色体  

異常試験（最高用量2．Omg／mI．（10mM））が実施されている。その結果、  

代謝活性化系の有無にかかわらず陰性であったとされている。（参照10、  

11、13）  

② ム＝永和骨髄染色体異常試験  

名古屋ら（1980）の報告によれば、（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジ  

メチルスルホニウムクロリドについての9週齢のICRマウス（各群雄5匹）  

への5日間強制経口投与（胃内挿管）による血豆l′P骨髄染色体異常試験（最  

高用量1，000mg／kg体重／日）が実施されており、投与群に構造異常の誘発  

は認められなかったとされている。（参照8）  

③ げっ歯類を用いる小核試験  

厚生労働省委託試験報告（2010c）によれば、添加物（香料）「（3・アミノ  
ー3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物」についての8週齢の  

ICRマウス（各群雄6匹）への2日間強制経口投与（胃内挿管）によるム＝オⅣ  

骨髄小核試験（最高用量2，000mg／kg体重／日）が実施されており、被験物  

質は小核誘発能を有さないと結論されている。（参照10、11、14）   

（4）その他  

名古屋ら（1980）の報告によれば、（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメ  
チルスルホニウムクロリドについてのシリアン・ゴールデンハムスター胎児   

由来初代培養細胞株を用いた細胞形質転換試験（最高用量20mg／mL）が実  

施されており、陰性であったとされている。（参照8、15）  

以上より、DNA損傷を指標とする試験、遺伝子突然変異を指標とする試験及   

び染色体異常を指標とする試験（血dl咽での試験を含む。）のいずれにおいて   

も陽性の結果は報告されていない。したがって、添加物（香料）「（3・アミノ・3・   

カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物」には、生体にとって特段問   

題となる遺伝毒性はないものと考えられた。   

2．反復投与毒性  
厚生労働省委託試験報告（2007）によれば、5週齢のSDラット（各群膿堆雄   

各10匹）に添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホ   

ニウム塩化物」（0、4．33、43．3、433mg／kg体重／日）を90日間反復強制経口   

投与（胃内挿管）する試験が実施されている。その結果、摂餌量について、433   

mg／kg体重／日投与群の雌で投与13週のみに有意な高値がみられた。これにっ   

いて、試験担当者は、一過性の軽微な変動であり、体重に影響がみられなかっ   

たことから偶発的変化であるとしている。血液学的検査において、433mg／kg   

体重／日投与群の膿堆に血小板数の有意な減少が認められたとされている。これに   

ついて、試験担当者は、軽微な変化であり、病理組織学的検査において造血器   

系器官に異常は認められなかったことから毒性学的意義の乏しい変化であると   

している。血液生化学的検査において、433mg／kg体重／日投与群の雄でクレア   

チニンの有意な減少がみられたとされている。これについて、試験担当者は、   

増加ではないことから毒性学的意義のない変化であるとしている。尿検査にお   



いて、4．33mg／kg体重／日投与群の雄にナトリウム、カリウム及び塩素排泄量   

増加、雌に尿量増加及び浸透圧減少、433mg／kg体重／日投与群の雌雄に塩素排   

泄量の有意な増加がみられたが、これらについて試験担当者は、用量相関性が   

認められず、血液生化学的検査で塩素濃度に変化は認められないことから毒性   

学的意義の乏しい変化であるとしている。器官重量について、433mg／kg体重  

／日投与群の雄に腎臓の絶対重量及び相対重量の有意な増加が認められたとさ   

れている。これについて、試験担当者は、血液生化学的検査において腎機能パ   

ラメータの増加が認められておらず、病理組織学的検査においても異常は認め   

られなかったことから、毒性学的意義の乏しい変化であるとしている。そのほ   

か、一般状態、体重、眼科学的検査並びに剖検及び病理組織学的検査において   

被験物質の投与に関連した変化は認められなかったとされている。試験担当者   

は、本試験におけるNOAELを、本試験の最高用量である433mg／kg体重／日   

としている。（参照10、16、17）   

食品安全委員会として、4．33mg／kg体重／日投与群の雌にみられた尿量増加   

及び浸透圧減少並びに433mg／kg体重／日投与群の雌にみられた塩素排泄量増   

加については、用量相関性がなく、血液生化学的検査のほか器官重量及び病理   

組織学的検査で関連する変化が認められていないことから毒性学的意義に乏し   

い変化であると判断した。433mg／kg体重／日投与群の雌にみられた血小板数減   

少については、病理組織学的に関連する所見がないことから被験物質の投与に   

よる変化ではないと判断した。433mg／kg体重／日投与群の雄にみられた血清ク   

レアチニン減少については、同群雄で統計学的有意差がないものの尿量の増加   

傾向があること及び筋傷害を疑う他の所見が全くないことから毒性学的意義の   

ない変化であると判断した。一方、433mg／kg体重／日投与群の雄に認められた   

塩素排泄量増加を伴う腎臓の絶対重量及び相対重量の有意な増加については、   

毒性学的変化である可能性を否定できないと判断した。以上より、食品安全委   

員会としては、本試験におけるNOAEI．を43．3mg／kg体重／日と判断した。  

メチルメチオニンスルホニウムクロリド製剤の製造販売業者の資料によれば、   

6週齢のⅥqstarラット（各群雌雄各10匹）に（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）   
ジメチルスルホニウムクロリド（0、200、500、2，000mg／kg体重／日）を6か   

月間反復経口投与する試験が実施されている。その結果、血液学的検査におい   

て、2，000mg／kg体重／日投与群の雌に赤血球の減少がみられたが、生理学的範   

囲の変化であったとされている。血液生化学的検査において、2，000mg／kg体   

重／日投与群の雄に血清アルカリフォスファターゼ値の上昇、中性脂肪値の低下   

がみられたが、血糖値、総たん白量、血清尿素窒素、AST、AI．T、血清ナトリ   
ウム、カリウム、コレステロール及び総ビリルビン値に異常な変化は認められ   

なかったとされている。病理組織学的検査において、500mg／kg体重／日以上の   

投与群に肝細胞の腫大がみられたが、積極的増殖を示すものではなかったとさ   

れている。（参照18）  

食品安全委員会としては、本試験成績については、その詳細（非公表）を確   

認することができないことから、NOAELの正確な評価ができないと判断した。   

3．発がん性   
評価要請者は、（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩に   

ついて、発がん性試験は行われておらず、国際機関等（IARC（Internationa1  
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AgencylもrResearchonCancer）、ECB（EuropeanChemicalsBureau）、EPA   

（EnvironmentalProtection Agency）及び NTP（NationalToxicology   

Program））による発がん性評価も行われていないとしている。（参照1）   

4．生殖発生毒性  
メチルメチオニンスルホニウムクロリド製剤の製造販売業者の資料によれば、   

妊娠ICRマウス（各群20～22匹）にメチルメチオニンスルホニウムクロリド   

（45、900、2，250mg／kg体重／日）を妊娠7～12日まで反復経口投与する試験   

が実施されている。その結果、2J250mg／kg体重／日投与群において胎生期の体   

重増加抑制がみられたが、生後の発育に異常は認められず、化骨遅延及び体重   

増加抑制は永続的なものではなかったとされている。900mg／kg体重／日以下の   

投与群では胎児及び新生児に致死、奇形、体重増加抑制及び生後発育障害は認   

められなかったとされている。（参照18）  

食品安全委員会としては、本試験成績については、その詳細（非公表）を確   

認することができないことから、NOAELの正確な評価ができないと判断した。  

経口投与による試験ではないので参考データではあるが、Nishie ＆   

Daxenbichler（1980）の報告によれば、妊娠Holtzmanラット（対照群54匹、   

投与群6匹）に「ビタミンU」（0、1，000mg／kg体重／日）を妊娠8日及び9   

日の2日間皮下投与する試験が実施されている。その結果、被験物質に催奇形   

性は認められず、被験物質の投与に関連した胎児の生存率及び体重並びに胚吸   

収率への影響も認められなかったとされている。また、母動物の体重並びに肝   

臓、腎臓、副腎及び甲状腺の重量及び組織学的検査においても被験物質の投与   

に関連した変化は認められなかったとされている。（参照19）   

5．その他  
評価要請者は、（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩に   

ついて、内分泌かく乱性に関する試験は行われていないとしている。（参照1）   

6．摂取量の推定  
添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩   

化物」の香料としての年間使用量の全量を人口の10％が消費していると仮定す   

るJECFAのPCTT（PerCapitaintakeTimesTen）法による1995年の米国   

及び欧州における一人一日あたりの推定摂取量は、それぞれ75膵及び250膵   

である（参照1、20）。正確には指定後の追跡調査による確認が必要と考えら   

れるが、既に指定されている香料物質の我が国と欧米の推定摂取量が同程度と   

の情報がある（参照21）ことから、我が国での本品目の推定摂取量は、およ   

そ75巨gから250囲までの範囲になると推定される。  
なお、食品中の（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩   

の含有量と国民健康・栄養調査に基づく平均的な摂取量とを勘案すると、食品   

中にもともと存在する本品目主成分の食事からの摂取量は、本品目の想定され   

る推定摂取量と同等又はそれよりも多いと考えられる。   

7．安全マージンの算出   

90日間反復投与毒性試験におけるNOAEL43．3mg／kg体重／日と、想定され  
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る推定摂取量（75～250匹g／人／日）を体重50kgで割ることで算出される推定   

摂取量（0．002～0．005mg／kg体重／日）とを比較し、安全マージン9，000～20，000   

が得られる。   

8．構造クラスに基づく評価   
（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムクロリドは構造クラ   

スⅢに分類される。（参照1、22、23）   
鈴江及び鈴木（1975）の報告によれば、健常なヒト男性（4例）に［15N］（3・   
アミノ・3－カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムクロリド（750mg／人）を   

単回経口投与する試験が実施されている。その結果、被験物質の血清中濃度は、   

投与30分後で7．11膵／mL、2時間後には9．20膵／mI．と最高に達し、その後ゆ   

るやかに低下していく傾向がみられたとされている。また、血中からごく少量   

ではあるが代謝物（［15N］メチオニン及び［15N］ホモセリン）を検出したとされて   

いる。（参照24）   
Bezzubov＆Gessler（1983）の報告によれば、体重200gのⅥqstarラット   
に（3・アミノづ・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムクロリド（100   

mg／kg体重）を単回強制経口投与する試験が実施されている。その結果、血中   

では投与30分後、肝臓及び腎臓中では投与60分後に被験物質濃度が最高に達   

し、その後急速に減少して、投与2日後には血中及び両臓器中ともに被験物質   

は痕跡量しか検出されなかったとされている。また、投与後24時間尿中の被   

験物質排泄量は、投与量の5～6％であったとされている。（参照25）   

鈴江（1970）の報告によれば、1か月齢の雄ddマウスに【14CH3］（3・アミノ・3・   
カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムクロリド（5いmOl；1mg）を単回   

強制経口投与（胃内挿管）する試験が実施されている。その結果、肝臓中のホ   

スファチジルコリンに［14C］メチル基が取り込まれたとされている。鈴江は、（3・   
アミノづ・カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウムクロリドが肝臓でのホス   

ファチジルコリン生合成におけるメチル基供与体であるとしている。（参照   

26）   

9．JECFAにおける評価   
JECFAは、添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスル   

ホニウム塩化物」をアミノ酸及びその関連物質のグループとして評価し、推定   

摂取量（75囲／人／日2）は構造クラスⅢの摂取許容値（90膵／人／日）を下回るた   
め、本品目は現状の摂取レベルにおいて安全性に懸念をもたらすものではない   

としている。（参照22）  

Ⅲ．食品健康影響評価  

食品安全委員会として、添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジ   

メチルスルホニウム塩化物」には、生体にとって特段問題となる毒性はないもの   

と考えられる。また、食品安全委員会として、国際的に汎用されている香料の我   
が国における安全性評価法により、添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロ   

ピル）ジメチルスルホニウム塩化物」は構造クラスⅢに分類されること、本品目の  

2JECFAモノグラフでは、欧州における本品目の推定摂取量が「N／D」又は「ND〔nointakedatareported）」とされてお  
り、米国における推定摂取量のみをもって構造クラス別摂取許容値との比較が行われている。  
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想定される推定摂取量（75～250匹g／人／日）は構造クラスⅢの摂取許容値（90膵／  

人／日）を上回るが、食品中にもともと存在する本品目主成分の食事からの摂取量  

は本品目の想定される推定摂取量と同等又はそれよりも多いと考えられること、  

安全マージン（9，000～20，000）は90日間反復投与毒性試験の適切な安全マージ  

ンとされる1，000を上回ることを確認した。   

以上より、添加物（香料）「（3・アミノ・3・カルポキシプロピル）ジメチルスルホ  

ニウム塩化物」は、食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がないと考  

えられる。  
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香料構造クラス分類（（3－アミノー3一カルポキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩化物）  
YES：→，NO：・・・・・・＞  

START  

16．普通の   

terpene－hydrocarbon、－alcoh0l、   

－aldehyde、または－Carboxylic   

acid（notaketonelであるか   

■   
l17．普通のterFX，ne、－alcoh0l、   

6．ベンゼン環の以下の置換構造物質か  

a．炭化水素またはその1■－hydroxy or  
hydroxyester体 かつ  

b．一つ又は複数のalkoxy基があり、こ  

のうち一つはaの炭化水素のパラ位  

9．他の環に融合しているか、5又  

は6員環のα，β不飽和Iadoneか  

細0［eの場合はヒドロキ消臭として扱う。  

即Cc d戚erの場合はそれぞれの構成要素として扱う。  

：複素環 ヰ開環 す炭素環  

Y  Q20  C123 
10．3員のheter∝yClic化合物か  －ナ Ⅱ  －aldehyde又は－Carb〇Xylic acid  

に容易に加水分解されるか  19．0PenChainか  

11．いかなる環における  

hetero原子を無視して、複素  

環は以下の置換基以外の置換  
基をもつか  
単純な炭化水素（架橋及び単  
環aryloral吋lを含む）、al吋I  
almhol . aldehyde . acetal . 
ketone、ketal、aCid、eSter（ラ  

クトン以外のエステル）、  
mercaptan、Sulphide、methyl  

ethers、水酸基、これらの置換  
基以外の置換基をもたない単  
一の環（hetero又はaryり  

20．次のいずれかの官能基を含む直鎖  

又は単純に分岐した、脂肪族化合物か  

a．alcoh0l，aldehyde，Carb〇Xylicacidor  

esterが4つ以下  

b．以下の官能基が一つ以上で一つずつ  

acetal，ketDne Or ketal，merCaPtan，  

Sulphide，hioester，P01ye廿1ylene（n＜4），  

1級又は3級amine  

18．以下の何れかであるか  

a．diketoneが近接：末端のvinyl基に  

ketone，ketaIが接続  

b．末端のvinyl基に2級アルコールかその  

エステルが接続  
C．a”ylalcoh01又はacetral、ketal又はester  

誘導体  
d．a”ylmercaptan】allylsulphide，allyl  

thioester，allylamine  

e．acr0lein，methacr0lein又はそのacetal  

f．acryllCOrmethacryllCaCid  

g．ac叫Ieniccompound  

ト・｝ Ⅲ  

21．n℃亡hoxyを除く3種類以上の  

異なる官能基を含むか  

acyclic 脂肪族 ketone，ketal，  す  Ⅱ  
23芳香族化合物かl  

ヽy  

e 

そ の 誘 導 体 を 除 く  
monocarb〇CyClic化合物で置換さ  

れていないか或いは以下の置換基  

を1つ含む環または月割腹膜側鎖を    22． 構造    持つか。（alcoh0l，aldehyde，側鎖の  
ketone，aCid，eSter，又はNa，K，Ca，  

Sulphonate，SuIphande，aCyCllC  

acetalorketal）  

Y   

のみを官能基とし、4つ以上  toalcoh0l  

12．hetero芳香族化合物か  の  
官能基がsterica”yhindered  

・・・〉Ⅱ  

食品の一般的な成分又はその成分と  
的に良く類似しているか  

15．一つずつの環に容  

j．趣味分年数塁虹   

26．以下のいずれかか  

a．24にリストした以外の官能基を含まない  

b．環状 ketone の有無に関わらず  

monocycloalkanoneかbicYClic化合物  

25．以下のいずれかか  

a．24で述べた置換基のみのcyclopropane  

又はcyclobutane  

b．mono－Orbicyclicsulphideorn℃rCaPtan  

27．環は置換基を持つか  

28．二つ以上の芳  

香族環を持つか  
32．Q30の官能基のみ、又は  

Q31の誘導体と以下の何れ  

か又は全てを持つか  
a．融合した非芳香族  

CarboxyllC「lng  

b．炭素数5を超える置換鎖  

c．芳香族環または脂肪族側  

鎖にp01voxvethvlene鎖  

29．加水分解を受けて  

単環式残基となるか  
30．環のhydroxymethoxy基を無視して、  

その環は以下に示す炭素数1－5の脂肪族  

グループ以外の置換基を持つか。  

31．Q30の、aCyCllC  

ace軌 －ke由lo「  

－eSterの何れかか  すなわち炭化水素あるいはal∞h0l，  

ketone，aIdehyde，Carboxyl，単純ester※  

（加水分解を受けて炭素数5以下の環置  

換体となる）を含む脂肪族置換基。  

※単純esterが加水分解さ  

れるとき、芳香族以外は  

Q19  

・・・・・・・・＞ Q18  

※単純esterが加  

水分解されると  
き、芳香族はQ18  

11  Ⅱ  Q22   
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